
 

別記様式第２号 

 

会議の概要報告 

会議の名称 佐野市行政改革懇談会 

１ 開催日時 
令和４年８月２４日（水） 

１４時００分～１５時１５分 

２ 開催場所 佐野市役所 大会議室ＡＢ（６階） 

３ 委員等の人数 １６ 人 

４ 出席委員等の人数   １２ 人 

５ 議題 

（１）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の令和

３年度取組実績及び総括について 

（２）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の令和

３年度財政効果及び総括について 

（３）第５次佐野市行政改革大綱について 

６  会議の公開・非公開 

の区分 

■ 公開 

□ 一部公開 

□ 非公開 

一部公開･非公開の理由 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 会議資料の名称 

○議事資料 

・（資料№１）第４次佐野市行政改革大綱  

・（資料№２）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の  

令和３年度取組実績 

・（資料№３）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の  

進捗状況 

・（資料№４）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の  

財政効果 

・（資料№５）第５次佐野市行政改革大綱  

○参考資料 

（１）佐野市行政改革懇談会委員名簿  

（２）佐野市行政改革懇談会設置要綱  

（３）佐野市附属機関等の会議の公開に関する指針  

９ 会議の概要 

(発言の要旨) 

１．市長あいさつ 

２．会長あいさつ 

３．議事 

議題（１）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の 

令和３年度取組実績及び総括について 



 

 

・事務局より議題について説明 

 

＜質疑等＞ 

委員： 「国民健康保険の健全運営」について、受

診率を上げるためにはどんな努力が必要

か。また、医療費が伸びていて、今後もま

すます伸びると思うが、大丈夫なのか。 

事務局：受診率向上については、いわゆる「ナッ

ジ」と呼ばれる手法を活用した受信勧奨を

進めています。加えて、地道にＰＲ等を進

めていくことも必要であると考えておりま

す。 

また、医療費の伸び率はどうしても上が

っていってしまうものであり、いかに伸び

率を抑えるかというところが重要になって

くると思います。そのため受診率を上げる

ことで、より健康な方を増やしていくとい

った取組が必要だと考えております。 

委員：「職員への研修の実施と受講啓発活動の支

援」について、女性職員に対しても活躍推

進に向けた研修を充実させていくという項

目があるが、研修を受けている職員の男女

の割合は分かるか。また、台風やコロナ禍

で職員の労働環境は厳しくなっていると思

うが、職員のメンタルヘルスについては大

丈夫なのか。今後どのように対処していく

のか。 

事務局：研修を受ける職員の男女比率については

現在把握していません。ただし、男女を問

わず、勤続年数に基づく研修及び自己啓発

による研修の受講を勧めております。 

また、職員のメンタルヘルス対策につい

ては、現在、人事課においてストレス診断

を実施しており、その診断結果に基づき、

高ストレス状態の職員にはカウンセリング

を受講するように勧奨しております。 

委員：市民課の窓口業務が外部委託されたが、そ



 

の状況と、今後さらに継続していくために

どのようなことを考えているか。 

事務局：令和３年６月から委託が始まりましたが、

委託の前後で約 1 か月間アンケートを実施

しました。その結果、「応対が良い」と回答

した方の割合は、68％から 88％に上がって

います。また、「対応が悪い」と回答した方

の割合も 1％から 0％になっており、概ね市

民サービスに対して良好な影響を与えてい

ると考えております。引き続き市民課の委

託を行うとともに、他の窓口の委託等も検

討を進めていきたいと思っております。 

委員：全般的な質問になるが、どうしても改革と

言うと、何か削減をするとか、痛みを伴っ

て我慢をするとか、負担感のあるように感

じられるが、市が円滑に行政を回していく

上で、収入を増やすとか、使えるものを増

やしていくということも方法として考えら

れるのかと思っている。例えば市ではネー

ミングライツの事業なども最近始めたよう

だが、そういう前向きな検討が他にされて

いれば教えてほしい。 

事務局：第４次行政改革大綱の基本方針の１つと

して「持続可能な財政運営の推進」がござ

います。この中で、例えば「市有財産の有

効活用」では、公的・公共的に使わなくな

った土地や建物などの行政財産を売却する

ことで収入を得たり、また、「ふるさと納税

の推進」において、寄付を多く募ることで

歳入を上げております。委員おっしゃると

おり、歳入を上げる取り組みというのは非

常に重要であり、強く意識して進めてまい

りたいと思います 

委員：資料とは直接関係ないが、医療機関におい

て薬を処方されると、自己負担部分を除い

た費用額は、医療保険から支払われていて、

大きな金額となっている。健診なども大事

だと思うが、処方された薬を無駄にしない



 

よう、広報等で啓蒙したら良いと思う。 

事務局：所管課に、そういったご提案があったこ

とをお伝えします。なお、現在、医薬品に

かかる費用を軽減させるために、ジェネリ

ック医薬品への切り替えも勧奨しておりま

す。 

委員：「ふるさと納税制度の促進」について、前年

度と比較して相当増えているが、要因は。 

事務局：要因は２点あると考えており、まず１点

目が「返礼品の充実」です。返礼品を市の

魅力発信ツールとして位置づけ、市内事業

者の協力体制の構築に努め、返礼品の充実

を図りました。 

２点目が、「プロモーションの強化」でし

て、ポータルサイトを増やして拡充したこ

とも要因であると感じております。特に、

新たに返礼品に登録したティッシュが好評

で、令和３年度は申込数が 4 万 2189 件で、

寄付額の約８割を占めております。 

委員：例えば「自主防災組織の育成」のように、

町会と協働していく活動が色々あると思う

が、現在、町会の加入割合が減少している。

今後、市と町会はどのような関係性で協働

していくのか。地域の活動を進めていく上

で町会を重視するのであれば、市としても

町会の加入割合がもっと増やすために力を

入れていれてほしい。町会のような地縁組

織はこれからも重視されていく方向なの

か、市の方向性を伺いたい。 

事務局：町会自体は任意の団体ということに分類

されますので、行政側から加入促進を行っ

ていくことは制度的に馴染まないと考えて

おります。しかし、行政として、町会も含

め、市民と協働して事業を進めていくとい

うことは非常に重要なことであると考えて

おり、町会は存続していただきたいし、よ

り多くの方に町会に加入していただけると

良いと考えております。 



 

したがって、基本的に加入促進そのもの

は各町会に行っていただくこととなります

が、本市としては、町会長連合会と協力・

連携して加入促進の内容を検討していくと

いうことは、役割として出来ると考えてお

ります。 

 

・その他の質疑応答無し 

 

 

 

議題（２）第４次佐野市行政改革大綱実施計画の 

令和３年度財政効果及び総括について 

 

・事務局より議題について説明 

 

＜質疑等＞ 

なし 

 

 

 

議題（３）第５次佐野市行政改革大綱について 

 

・事務局より議題について説明 

 

＜質疑等＞ 

委員：行政書士会佐野支部では、市民生活課から

の依頼により、毎月、相続の相談会等に参

画させていただいている。このように、各

種団体と協力し、市の対応を充実させ、更

に市民サービスを向上していただきたい。 

 

・その他の質疑応答無し 

10 その他  

 


